
穴
ほ
四
年
六
周
二
十

-
H
第
一
-
一
司
郵
傑
物
討
可
(
持
月
一
回
二
円
混
一
汀
)

ー~ y司→a 星J!.臼司~lll a召牢す電車量 目

禁

時

会4‘
面闇

叢

載

責
上
積
に
依
る
著
修
課
税
・
・
・
・
・
・
法
宰
博
士
紳
戸
正
雄

利
子
歩
合
の
理
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
“
文
一
空
博
士
高
田
保
馬

ロ
ン
グ
ア

f
l
y
r
の
償
値
論
と
分
配
論
・
・
純
一
草
博
士
堀
経
夫

政
治
算
r
f
h弘
子
記
長
二

t
t」
法

皐

博

士

財

部

時

ム

口

神
町
れ
均

7
主
主
l
京
i
「

-

7

=

斤
H
Y
工
司
平
9
7
D

主
主

1
ニ，
P
丸
一
世
叩

-
p
y
I
U

直
二
日
=

h1
・T
t
日開
L

J

b

t

t
斗
剛
.
刷
噌

4

・
・
0

・一ヲリ弓押ま
A
M
U
F
V
J

二一」
1

研

ず回

列.

中
央
銀
行
の
樹
立
性
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
松
岡

カ
ル
テ
ル
法
へ
の
要
望
・
・
・
・
・
・
・
窪
海
理
干
士
磯
部

-91! 

職
業
ミ
者
利

ロ
ば
.
一
-
ぷ
経
済
一
吐
舎
の
本
質
に
就
て -
・
・
・
経
済
皐
土
岡
崎

極
海
底
干
士
竹
中

同t

鋒

新
著
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

孝

児

喜
一

靖丈

一規



.fil 

経
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fatf苛

叢
第
三
十
五
指
令

第

四

競

(
壇
場
覇
軍
百
入
輔
)

昭
和
七
年
十
月
後
行

告会
iti7刑

叢ll

• 

責

上

税

に

依

る

奪

修

課

税

利1

戸

正

ま住

緒

言

我
闘
の
財
政
は
営
分
は
赤
字
財
政
の
時
代
を
股
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
併
し
其
伝
埋
め
て
往
〈
の
に
所
調
赤
字
補
填

益
債
の
み
を
績
け
て
ゆ
く
と
い
ふ
課
に
は
行
〈
ま
じ
く
、
何
か
好
箇
の
読
を
見
附
け
て
棋
陪
を
補
充
し
な
く
て
は

な
る
ま
い
。
其
の
上
に
色
地
方
財
政
が
窮
迫
を
告
げ
て
居
り
、
其
を
ぱ
圃
の
交
付
金
に
よ
り
て
補
給
す
る
の
必
要

が
あ
り
、
其
は
地
方
事
務
に
国
家
的
の
仕
事
、
特
に
委
任
事
務
と
い
ふ
べ
き
も
の
が
多
い
と
い
ふ
酷
か
ら
実
賠
償
の

意
味
も
あ
り
、
現
行
地
方
の
特
別
枕
に
し
て
過
重
不
合
理
の
色
の
が
あ
り
・
業
を
整
理
す
る
の
必
要
と
い
ふ
こ
と

貰
上
積
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
血
管

四
五
五

第
四
貌



買
上
積
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
五
六

第
四
務

も
め
っ
て
、
愈
々
以
て
、
闘
に
財
源
を
要
す
る
こ
と
の
切
な
る
も
の
が
あ
る
ー
そ
し
て
斯
か
る
国
家
の
矯
め
の
必

要
財
源
と
し
て
、
近
頃
問
題
と
さ
れ
て
居
る
の
に
は
、
所
得
税
、
資
本
利
子
税
、
相
績
税
の
や
う
な
既
存
税
の
増

徴
と
い
ふ
も
の
も
あ
る
が
、
向
其
外
に
、
者
修
税
と
い
ふ
も
の
が
め
る
。
前
者
は
既
存
税
に
存
す
る
訣
陥
に
し
て

従
来
過
軽
k
認
め
ら
れ
る
も
の
を
相
官
に
重
課
し
ゃ
う
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
此
貼
に
閲
し
て
は
、
在
も
慨
に
屡
々

指
摘
し
て
居
る
通
り
で
あ
る
。
後
者
は
、
今
日
の
世
相
に
鑑
み
、
現
下
の
桁
詰
h
ノ
七
る
時
代
に
、
窮
迫
し
た
生
活

じ
悩
み
つ
り
氏
4
0
4
相
の
少
か
ら
山
氏
十
聞
に
、
姉
々
と
し
亡
皆
様
叫
に
ゆ
"
。
生
暗
号
砂
川
か
つ
つ
あ
忍
者
の
湖
立
す
る
の
事

買
に
即
し
て
、
其
蕗
に
倫
梶
へ
ら
れ
玄
る
給
付
能
力
の
表
現
を
認
め
、
此
に
特
別
の
重
謀
を
し
ゃ
う
と
い
ふ
の
で

あ
る
。
此
勤
に
つ
い
て
は
在
も
ズ
ヅ
ト
以
前
に
は
一
屡
々
之
を
論
過
し
た
け
れ

E
も
、
近
頃
之
に
説
き
及
ん
で
居
ら

回
以
で
今
夏
め
て
之
を
論
越
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。
近
頃
世
間
に
樽
へ
ら
れ
て
居
る
奈
修
税
採
用
の
設
が
、
如
何

な
る
内
容
の
も
の
か
に
は
判
ら
ぬ
賠
が
少
〈
な
い
げ
れ
ど
も
、
実
は
ひ
し
ろ
既
存
の
者
修
税
た
る
酒
税
な
ど
め
増

徴
で
は
な
〈
し
て
、
責
上
税
の
形
に
よ
る
者
修
税
の
新
設
の
や
う
で
あ
る
。
此
と
類
似
の
柱
と
し
て
は
、
我
闘
で

も
嘗
て
者
修
品
に
劃
す
る
十
割
闘
粧
を
起
し
七
こ
と
が
あ
り
、
其
は
業
後
一
部
の
修
正
ぞ
加
へ
ら
れ
た
け
れ
ど

も
、
大
韓
と
し
て
は
今
倫
現
存
し
て
居
hJ
、
其
に
非
難
も
め
る
が
、
併
し
特
色
も
あ
っ
て
、
時
勢
に
適
切
な
役
割

を
演
じ
て
居
る
o

だ
か
ら
今
、
者
修
枕
の
新
設
を
計
董
し
つ
つ
あ
り
と
い
へ
ば
、
其
は
勿
論
、
内
園
消
費
税
と
し

て
の
其
で
あ
り
、
又
其
は
特
に
責
上
税
の
形
に
於
け
る
其
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
所
詮
、
此
の
如
き
税
も
財
源
難

の
下
に
は
採
用
さ
る
る
の
外
な
き
こ
と
で
は
あ
ら
う
が
、
併
し
此
に
は
先
例
も
あ
り
、
又
理
論
上
も
批
評
す
べ
き
諸



駐
を
も
つ
か
ら
、
悲
は
強
め
業
等
の
も
の
を
指
摘
し
て
、
世
人
の
鴻
め
に
之
が
検
討
の
資
料
を
供
し
ゃ
う
と
思

ふ。

第
-
段

責
上
程
及
一
般
責
上
韓

↑
買
上
積
(
切
と
g
g
u
f
ロ
自
由
主
N
印
門

2
2・
U
M
m
E「
z
n
E
h
p白
色

白

『

『

島

市

印

)

山
山
買
上
積
の
種
類
l

l買
上
積
(
或
は
取
引
税

i
い
へ
る
)
は
一
般
責
上
税
と
害
責
上
積
と
暴
れ
る
。
者

修
買
上
積
は
其
自
身
輩
濁
に
行
は
れ
る
こ

2
も
出
来
る
が
、

一
一
般
寅
上
枕
に
附
帯
し
て
存
す
る
こ
と
が
少
〈
な

L
v
o
r
か
ら
し
て
者
仰
砂
崩
見
上
耕
会
謝
(
し
蹴
レ
て
も
w

一
一
般
質
上
釈
を
も
耕
〈
必
要
い
か
あ
名
0

・
干
れ
一
般
車
上
税

と
い
ふ
て
も
、

凡
べ
て
の
物
又
は
勤
務
の
取
引
に
課
す
る
と
限
ら
示
、
生
活
必
要
に
属
す
る
も
の
を
除
外
し
て
行

ふ
こ
と
も
出
来
る
か
ら
、

某
も
見
様
に
よ
り
で
は
者
修
買
上
積
に
外
な
ら
ぬ
と
も
い
へ
る
。

ま
た
特
別
な
る
者
修

一
般
貰

買
上
積
と
い
ふ
た
と
て
も
、
元
来
、
者
修
の
範
園
が
相
罰
的
の
色
の
で
、
確
定
し
た
色
の
で
な
い
か
ら
、

上
積
(
生
活
必
要
を
兎
じ
に
る
)
と
、
特
別
者
修
税
と
の
差
異
は
唯
、
程
度
の
差
異
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な

る。
問
責
上
積
の
構
造
|
|
け
責
上
積
の
課
税
物
件
の
範
園
は
、
責
却
(
又
は
供
給
)
さ
れ
る
物
品
、
又
は
物
ロ
聞
の
責

却
が
主
と
な
る
け
れ
ど
も
、
日
間
物
と
い
へ
な
い
や
う
な
有
償
の
勤
務
給
付
を
も
合
め
得
る
。
立
法
者
に
於
て
之
に

準
じ
て
課
す
る
を
至
営
と
認
め
る
限
、
り
之
を
も
合
め
る
。
自
由
職
業
者
の
職
業
的
に
行
ふ
給
付
色
合
め
て
良
い
の

東
よ
税
に
依
る
者
修
一
課
税

第
三
十
五
巻

四
五
七

第
四
披

拙著、租税腕突、豆巻、 230 以下、
Eh-~beγg， Grundriss. 5" & 6 Autl. S. 16" 2) 



資
上
税
に
依
る
書
官
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
五
八

四

第
四
披

rが
、
働
闘
に
て
は
之
を
見
じ
で
は
居
る
。
物
品
の
種
類
の
加
さ
、
特
別
税
に
か
か
ら
ぬ
限
り
殆
ん
ど
凡
べ
て
に

及
び
億
る
が
、
此
も
佐
々
例
外
を
設
け
る
。
其
は
農
業
の
矯
め
に
又
は
一
定
生
活
材
料
に
閲
す
る
。
そ
れ
か
ら
産

業
組
合
か
ら
組
合
員
令
の
責
却
の
加
さ
も
、
業
副
税
法
の
立
前
に
よ
h
，
て
は
弛
税
し
な
〈
て
な
ら
ぬ
や
う
に
も
な

る
。
自
己
泊
聾
に
及
ぼ
す
例
は
あ
る
が
、
業
は
此
柱
と
し
て
は
適
営
で
な
い
。
ろ
之
が
課
税
標
準
は
買
上
金
高
で

あ
る
。
其
は
い
ふ
を
待
た
な
い
。

小
川
町
民
上
税
の
税
質
l
l的
税
の
一
税
常
山
口
何
か
の
決
し
拡
い
こ
と
は
は
川
仁
人
の
性
意
ず
る
所
だ
一
炉
、
瞥
業
院
の
怜

質
L
」
消
費
税
の
性
質
と
を
粂
ね
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
、
併
し
立
法
者
の
考
如
何
に
て
は
之
を
何
れ
か
一
方

の
も
の
と
す
る
こ
と
も
出
来
、
現
に
露
圃
な
ぎ
で
は
な
し
ろ
管
業
税
k
震
し
、
併
し
悌
闘
に
て
は
立
法
者
は
む
し

ろ
之
に
消
費
税
た
る
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
ゲ
。
此
後
の
意
味
よ
り
し
て
は
自
然
、
外
国
九
の

責
却
に
見
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
か
。
我
固
に
起
す
と
し
て
も
、
り
し
ろ
後
の
意
味
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
c

者
修

責
上
税
な
れ
ば
倫
更
で
あ
る
。

に
一
般
責
上
税

小
山
一
般
買
上
粧
の
構
造
i

一
般
責
上
税
は
指
定
さ
れ
た
る
例
外
を
除
〈
の
外
、
凡
べ
て
の
商
品
、
原
料
よ
り

最
終
製
品
に
至
る
ま
で
、
の
買
上
に
劃
し
、
其
の
卸
買
と
小
責
と
を
聞
は
子
、
並
に
之
に
準
や
る
勤
務
の
劃
慣
に

劃
し
て
課
す
る
の
税
で
あ
り
、
凡
べ
て
の
も
の
に
一
率
の
耽
を
課
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
多
少
の
段
階
を
設
く
る

こ
と
も
あ
り
、
叉
特
定
の
者
修
品
及
勤
務
に
つ
き
特
別
の
高
率
を
課
す
る
こ
と
も
あ
る
。
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伸
一
般
買
上
税
の
貫
例

ん
い
濁
逸
|
iに
て
は
最
軍
純
な
る
形
に
て
の
一
般
貰
上
積
が
行
は
れ
る
。
前
に
は
之
に
特
別
者
優
粧
を
附
帯

し
た
が
、
此
は
今
日
は
燦
止
し
た
。
其
れ
で
今
日
は
、
人
が
囲
内
に
て
濁
立
に
行
ふ
所
の
管
業
的
又
は
職
業
的
行

震
の
範
固
に
て
報
酬
を
取
り
て
潟
す
供
給
及
給
付
に
課
す
芯
。
但
し
小
園
事
、
小
農
業
及
小
牧
畜
の
産
物
の
自
己

消
費
は
、
其
が
通
例
、
有
償
人
の
協
助
な
し
に
管
ま
る
る
と
き
に
は
之
を
見
子
る
。
其
他
若
干
の
免
柱
の
場
合
が

あ
り
、
納
税
義
務
者
は
管
業
的
又
は
職
業
的
の
行
震
を
錯
す
者
又
は
競
買
人
で
あ
り
、
税
率
は
一
九
一
ニ

O
年
四
月

一
日
以
来
、
千
分
八
竿
.
前
租
柱
期
間
に
於
け
る
綿
貫
上
高
炉
見
積
買
上
を
も
合
め
て
百
高
馬
克
を
超
ゆ
る
企
業

い
し
叫
千
分
ぃ
十
一
ニ
卸
h
'
y
しすむ

税
す
。は

山
偽
園
、
ー
ー
の
は
濁
逸
に
似
て
は
居
る
が
、
其
よ
ち
も
複
雑
で
、
特
別
者
修
責
上
積
を
附
帯
し
て
居
る
。
此

園
の
税
色
殆
ん

E
凡
て
の
替
業
的
責
上
(
生
産
、
製
造
、
卸
買
、

議
務
4
A
M
訂
錦
町
則
合
の
議
務
'
E
4
H
ひ、

桝
別
の
酎
軒
下
ド
4
3
f
u
w
斜
岡
部
キ
刻
仁
誹

小
責
)
に
課
し
、
納
税
義
務
を
負
ふ
者
は
、
商
工

所
得
税
、
及
錆
業
税
の
義
務
あ
る
職
業
に
附
帯
し
て
行
ふ
も
の
、
及
び
永
績
的
又
は
機
舎
的
に
商
品
に
つ
き
刺
盆

獲
得
の
目
的
に
て
扱
ふ
凡
べ
て
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
農
業
、
自
由
職
業
、
多
〈
の
消
費
組
合
が
見
ぜ
ら
れ
る
。

夏
ら
に
一
定
の
食
料
品
、
郎
ち
粉
.
バ
ン
、
牛
乳
な

E
を
兎
宇
る
。

一
般
的
な
る
正
常
税
率
は
二

μ
で
あ
り
、
唯

だ
一
定
の
物
品
に
は
本
粧
の
代
税
と
し
て
一
度
ぎ
り
生
産
又
は
轍
入
に
際
し
之
を
課
す
る
の
便
法
が
行
は
れ
、
其

場
合
の
税
率
は
、
石
東
等
に
は
ニ
・
五

μ
、
砂
糖
に
は
六

μ
、
動
物
及
屠
肉
に
は
一
キ
ロ
に
つ
き

0
・一

O
法
乃

質
上
積
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
五
九

第
四
競
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資
上
税
に
依
る
者
修
課
税

第
四
務

第
三
十
五
巻

四
六
O

ムノ、

至
0
・
二
五
法
、
等
々
と
す
る
。
更
ら
に
一
定
の
物
品
に
は
本
税
よ
り
も
低
き
特
別
宰
佐
適
用
す
る
。
即
ち
新
聞

紙
に
は
一
二
ニ
o
u
w
、

一
定
の
農
産
物
例
之
、
卵
、

バ
夕
、
馬
鈴
薯
な
ど
に
は

C
・
五
五

μ
と
す
。
特
別
者
修
税

と
し
て
は
、
性
質
上
の
者
修
品
の
小
責
又
は
消
費
者
へ
の
責
却
に
六

μ
、
債
格
の
高
き
矯
め
に
者
修
と
せ
ら
る
る

物
に
は
三
叫
円
、
第
二
流
の
な
省
修
的
建
物
内
の
宿
泊
及
消
費
に
六
uw
、
第
二
流
の
其
に
於
け
る
同
も
の
に
三
外
を
課

し
、
此
特
別
者
修
課
税
は
最
終
の
貰
却
の
み
に
課
す
る
。
又
者
修
課
税
の
一
部
は
印
紙
じ
T
e
り
納
め
る
が
、
通
例

の
商
取
引
の
パ
ザ
山
川
、
商
人
か
ら
前
月
分
好
次
の
月
の
初
の
十
日
内
に
納
め
る
。

は
填
闘
|
|
に
で
も
な
し
ろ
傭
闘
の
に
近
き
も
の
が
行
は
れ
る
。
剖
ち
、
一
般
責
上
税
の
傍
に
者
修
的
責
上

税
が
行
は
れ
る
。
本
耽
は
笹
利
企
業
者
が
園
内
に
て
又
は
其
極
管
内
に
て
行
ふ
凡
べ
て
の
商
品
の
供
給
及
び
、
有

償
給
付
に
之
を
課
し
、
税
率
は
二

μ
と
し
月
々
支
梯
は
る
る
。
概
算
榔
の
行
は
れ
ゴ
る
だ
け
に
て
は
取
引
の
各
段

階
に
づ
き
て
課
せ
ら
れ
る
。
概
算
抑
は
多
〈
の
も
の
に
行
は
れ
、
此
が
各
段
階
梯
の
代
り
に
一
箇
蕗
(
通
例
、
生
産
岩

に
て
V

に
て
一
の
概
算
傘
を
課
す
る
。
業
率
は
各
品
目
に
つ
き
定
め
ら
れ
、
卒
均
コ
了
五
%
戸
、
ら
ゐ
で
あ
り
、
六

叫
げ
を
超
ゆ
る
は
稀
で
あ
る
。
者
修
買
上
積
は
一
般
責
上
に
二
U

仰
を
謀
せ
ら
れ
る
業
上
に
、

一
定
の
者
修
品
供
給
及

給
付
の
小
買
に
一

O
叫
仰
を
追
加
し
て
、
計
一
二
%
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
概
算
抑
の
行
は
る
る
も

の
に
つ
い
て
は
生
産
者
に
つ
い
て
一

oμ
を
追
加
す
る
。

げ
い
チ
且
ツ
ヨ
ス
官
バ
キ
ア

1
1ー
ー
に
は
責
上
及
者
修
税
と
い
ふ
も
の
が
あ
ち
、
内
闘
に
て
潤
泣
行
震
と
し
て

報
酬
に
謝
し
て
行
は
る
る
凡
べ
て
の
供
給
及
給
付
に
課
し
、
企
業
者
よ
り
行
は
る
る
も
の
に
も
非
企
業
者
よ
り
行

Al1ix.τ下raiteelemenlaire. 6 ed. p. 789-795 ・ ~lltOUP ， L c. P・3・.'98-199
Terballe， a. a. O. S. 450. 
可~Vittschitben ， Das osterreichjscbe Besteuerungssy~，t: em. H. S. ][74・180.1ρeVi'en-
fdd， Die o..，terreichischen Steuern. S. 116百
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は
る
る
も
の
に
も
、
更
ら
に
自
己
消
費
に
も
課
す
。
但
し
非
企
業
者
の
五
百
グ
官
、
1
ネ
シ
以
下
の
供
給
及
給
付
は

兎
ゃ
。
税
率
は
報
酬
の
ニ

μ
と
し
、
農
産
物
に
は
特
に
一
%
と
す
る
。
前
年
分
を
脅
年
一
月
末
ま
で
に
申
告
す

る
。
生
産
者
又
は
轍
入
者
が
概
算
梯
と
し
て
一
回
、
四
Mm(
多
く
の
場
合
)
を
納
な
る
と
き
は
、
其
の
後
の
責
上
枝

を
売
る
る
を
得
。

一
定
の
者
修
供
給
及
給
付
に
は
特
に
高
き
税
率
を
適
用
し
、
生
産
者
に
つ
き
又
は
輸
入
に
際
し

一
定
の
場
合
に
は
唯
二

μ
の
み
を
課
す
る
に
止
め
る
。

課
す
る
場
合
に
は
一
一
一
%
、
小
責
に
て
は
一
心
%
、

ほ
波
蘭

1
|に
て
は
責
上
積
は
管
業
税
の
中
に
入
っ
て
居
る
。
此
闘
の
倍
業
税
が
二
部
に
分
れ
、
主
七
る
雌
官

業
税
の
外
に
、
管
業
買
上
枕
が
あ
っ
て
、
比
一
か
他
の
園
の
一
般
貰
上
積
と
同
も
の
で
あ
る
。
尤
も
比
に
て
ば
農
業
.

小
企
業
u

及
川
管
業
税
十
一
り
を
耕
ふ
一
見
mw
掛
開
業
民
職
難
い
れ
叫
記
む
副
引
に
中
d
4
0
0
4
m
u
取
引
い
し
部
し
、
税
率
川
村
胤
則

と
し
て
貰
上
高
の
二
叫
川
、
併
し
一
定
の
物
に
は
特
に
軽
き
宰
を
適
用
す
る
も
あ
れ
ば
、
高
き
奉
・
を
課
す
る
も
の
色

あ
る
。
翌
年
一
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
前
年
分
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
露
園
|
|
に
で
も
管
業
税
が
見
許
税
と
卒
準
税
(
責
上
積
)
と
か
ら
成
h
，
、
責
上
積
は
一
定
例
外
の
外
は
、

凡
べ
て
の
商
工
業
に
課
せ
ら
れ
る
。
税
率
は
卸
買
業
に
は
一
，

m、
小
買
に
は
一
・
五
um
、
工
業
了
二
五
%
と
し
、

組
合
は
組
合
員
の
み
を
客
と
す
る
と
き
は
五
C
M
W
の
宥
恕
を
受
り
、
非
組
合
員
に
も
貰
る
と
き
は
二
五
Mm
の
宥
恕

を
受
け
る
。
者
修
品
商
工
業
に
は
特
に
高
率
ケ
課
し
、
卸
責
及
工
業
は
四
%
、
小
責
は
六
%
と
す
。
往
々
に
し
て

買
際
の
責
上
の
決
定
の
代
り
に
、
卒
均
的
基
準
に
よ
り
て
責
上
高
を
計
算
す
る
便
法
が
行
は
れ

ι。

ゆ
一
般
責
上
積
の
批
判

買
上
殺
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
血
管

四
六

第
四
時
現

七
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貰
上
積
に
依
る
奪
修
課
枕

第
三
十
五
巻

第
四
披

回
~、

i¥ 

川
財
政
牧
入
上
|
|
比
税
は
、
各
取
引
毎
の
税
は
偲
A
T
低
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
殆
ん
ど
凡
べ
で
の
取
引
に

そ
し
て
一
物
が
人
の
手
を
躍
る
毎
に
課
せ
ら
れ
、
卒
均
に
し
て
五
、
六
回
も
入
手
を
鰹
ム
と
い
ふ
か
ら
、
課
税
物

件
乃
至
標
準
の
額
は
大
し
た
も
の
に
上
ぽ
り
、
之
か
ら
得
ら
あ
る
牧
入
は
大
な
も
の
L
」
な
る
。
買
に
満
、
偽
の
此

税
は
財
政
収
入
上
の
見
地
が
主
と
な
っ
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ろ
佐
平
課
税
上
及
世
曾
政
策
上
|
|
此
現
に
て
は
、
人
の
手
を
罷
る
毎
に
謀
せ
ら
れ
る
の
で
、
一
物
が
一
回

し
か
平
や
粧
ぬ
も
の
川
町
J

品
川
沿
に
澗
し
、
河
川
仰
の
物
?
め
り
な
が
ら
散
問

F
Lぽ
粧
品
色
の
川
出
病
、
後
訴
に
あ
b
A
[

は
合
計
に
て
は
大
な
負
携
、
と
も
な
り
、
此
に
同
一
種
の
物
で
あ
り
な
が
ら
‘
一
回
課
税
さ
る
る
も
の
と
、
載
回
課

税
さ
る
る
も
の
と
の
聞
に
負
握
の
不
必
平
が
生
じ
、
此
れ
だ
と
場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
必
要
品
の
方
が
載
回
課
せ

ら
れ
て
重

t
課
せ
ら
れ
、
一
回
課
せ
ら
れ
る
者
修
品
よ
り
も
一
層
重
課
せ
ら
る
る
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
り
得
る
。

総
じ
で
此
税
に
よ
り
で
は
、
貧
な
る
大
衆
が
重
き
負
携
を
す
る
左
い
ふ
不
都
合
を
鷲
ら
す
。
つ
ま
り
披
準
税
と
い

ふ
こ
と
に
師
す
る
。
此
税
に
て
又
は
附
帯
税
に
よ
り
て
者
修
章
一
課
ぞ
行
ひ
、
生
活
必
要
品
に
特
別
軽
税
を
課
す
る

や
う
に
す
れ
ば
、
或
度
ま
で
は
此
訣
貼
を
緩
和
す
る
け
れ
ど
も
、
往
々
に
し
て
は
此
の
如
き
物
の
稽
類
に
よ
る
差

等
を
行
は
争
、
其
の
潟
め
に
不
公
平
炉
甚
し
一
か
い
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

は
経
済
上

l
l致
方
も
な
き
こ
と
で
あ
り
又
恕
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
兎
も
角
、
此
が
義
務
者
に
と
り

て
厄
介
で
私
り
、
其
れ
だ
け
困
民
樫
掛
上
の
不
利
な
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
此
税
の
負
携
に
よ
っ
て
は
自
ら
物

債
騰
貴
に
導
き
、
外
闘
と
の
競
争
を
困
難
な
ら
し
め
、
蓮
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
い
ふ
た
や
う
な
作
用
を
す
る
こ
と
に

Moll， Lehrbuch. S. 674・
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な
る
。
差
益
に
課
せ
宇
全
き
買
上
に
課
す
る
の
で
、
薄
利
廉
債
の
物
に
比
較
的
重
〈
課
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な

り
、
勉
強
す
る
営
業
者
を
不
利
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
不
都
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
韓
経
梼
上
に
は
不
利
と
す
る

所
の
も
の
が
大
い
と
い
ふ
外
な
い
け
れ
ど
も
、
唯
一
つ
此
見
地
か
ら
有
利
な
こ
と
は
、
縦
の
企
業
の
合
同
を
進
め

(
官
一
躍
を
睦
，
、
す
る
矯
め
)
、
従
来
別
の
金
未
聞
の
責
買
で
あ
っ
た
も
の
を
、
同
企
業
の
内
部
の
移
轄
と
す
る
と
い

ふ
こ
左
で
あ
る
。

に
税
務
行
政
上
|
|
此
税
の
課
税
は
比
較
的
簡
単
で
遁
脆
も
少
い
な
ど
い
ん
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
は
程
度

の
問
題
で
、
比
較
の
封
象
に
よ
り
て
も
異
る
こ
と
で
あ
り
、

h
u
し
ろ
見
撲
に
よ
り
て
は
、
相
営
に
述
肱
も
あ
り
.

取
締
・
色
面
倒
で
あ
り
、
政
府
に
と
ち
て
も
可
な
り
に
厄
介
な
も
の

E
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

第
二
段

審

修

費

上

程

↓
者
修
責
上
積
の
諸
形
式
ー
ー
ー
一
口
に
者
修
責
上
積
と
い
ふ
て
も
比
に
色
々
の
方
法
が
存
し
得
る
。

川
小
責
に
於
け
る
印
紙
課
税
|
|
忠
実
人
又
は
之
に
ま
る
表
消
費
者
に
貰
却
す
る
に
際
し
、
一
定
形

式
の
謹
書
を
出
き
し
め
て
之
に
印
紙
を
貼
用
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
此
は
前
記
、
偽
闘
に
行
は
れ
て
居
る
の
で

あ
る
が
、
此
は
営
業
者
に
と
り
て
色
面
倒
で
あ
り
、
連
脆
の
可
能
性
も
あ
る
。
営
局
者
と
し
て
も
取
締
が
厄
介
で

あ
る
。
之
を
我
圃
に
起
す
と
す
れ
ば
、
嘗
て
印
紙
税
法
の
改
正
に
よ
り
て
一
日
一
底
止
し
に
従
債
比
例
税
の
復
活
と

い
ふ
こ
と
に
も
な
る
。
併
し
行
ふ
て
行
へ
な
い
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
。

買
上
積
に
依
zu
者
修
課
税

第
三
十
五
巻

第
四
獄

丸

四
六
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責
上
税
に
依
る
者
修
課
枕

第
三
十
五
傘

四
六
四

第
四
披

O 

向
小
貰
に
於
け
る
責
上
高
申
告
に
基
き
て
課
税
す
る
方
法
i
l
l
-

昔
前
段
に
暴
げ
に
置
を
初
め
と
し
諸
君

圃
に
行
は
る
る
も
の
で
、

一
定
期
毎
に
申
告
せ
し
め
た
の
に
従
ひ
て
徴
税
す
る
こ
と
に
な
る
「
此
も
我
困
に
行
ふ

と
す
れ
ば
、
嘗
て
替
業
税
に
於
て
貰
上
高
と
い
ふ
外
形
標
準
に
よ
っ
て
課
税
し
た
の
を
嬢
止
し
た
の
を
復
活
す
る

と
い
ふ
こ
と
に
は
な
る
。
け
れ
ど
も
、
其
は
恰
か
も
一
般
責
上
税
に
常
る
も
の
で
、
不
合
理
の
貼
が
多
か
っ
た
か

ら
止
め
た
の
ピ
い
か
、
者
修
買
上
税
と
な
れ
ば
、

一
物
に
つ
き
小
買
と
消
費
者
と
の
交
渉
す
る
蕗
で
唯
一
回
課
す
る

に
止
と
る
、
川
y
b
川
品
川
小
川
何
ら
れ
山

eyと
は
な
い
と
も
い
小
得

2
1
9勿
論
此
と
て
も
濯
脱
の
恐
は
J

の
り
、
取
締
ほ
而
例

で
あ
る
し
、
嘗
業
者
に
と
り
て
も
厄
介
で
は
あ
る
。

ω一
定
者
修
品
の
生
産
者
轍
入
者
に
つ
い
て
其
買
上
高
に
臆
じ
一
回
だ
け
課
税
す
る
方
ぽ
|
l此
は
米
国
の
自

動
車
、
自
動
白
輔
車
、
自
轄
車
等
の
課
税
に
つ
き
生
産
者
か
ら
貰
債
の
三

ν"を
と
り
、
拳
銃
、
蓮
後
拳
銃
に
一

0

4
y

を
と
る
の
が
其
例
で
め
る
。
前
の
小
責
に
課
税
す
る
に
比
し
て
は
少
数
の
営
業
者
に
聞
係
し
、
子
績
は
簡
単
と

な
り
、
徴
税
費
も
割
合
に
少
〈
、
吟
味
的
と
な
る
の
恐
も
少
い
と
い
ふ
利
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
轄
嫁
干
係
か
ら
い

ふ
と
、
消
費
者
に
課
す
る
と
し
て
は
小
買
に
て
課
す
る
方
が
一
層
、
消
費
者
に
密
接
し
て
、
期
待
通
り
の
輔
嫁
を

達
す
る
可
能
性
が
大
い
。
此
法
は
此
馳
に
於
て
小
責
課
税
法
に
劣
る
。

に
宥
修
貰
上
税
の
長
短
|
|
者
修
責
上
税
に
も
種
類
が
あ
り
て
、
其
長
短
得
失
に
於
て
多
少
異
る
も
の
は
あ
る

が
、
各
種
の
も
の
に
共
通
の
其
を
列
奉
す
る
と
き
は
下
の
如
〈
で
あ
る
。

A
其
長
所

〆‘、

AlIix噌 1，c. p. 801. 
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い
課
税
技
術
上
及
公
卒
課
税
上
1
l
i

円
課
税
物
件
の
範
園
及
課
税
標
準
の
性
質
よ
り
蒼
修
的
消
費
の
大
き
は
給
付
能
力
を
最
良
〈
現
は
す

f
¥

叫

と
も
見
ら
れ
得
る
が
、
主
(
は
暫
ら
〈
措
〈
と
し
て
も
、
少
〈
と
も
此
者
修
的
消
費
は
所
得
の
表
現
と
し
て
其
課
税

が
所
得
税
補
究
の
清
め
に
快
く
べ
か
ら
5
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
之
に
よ
り
て
富
者
を
一
層
重
課
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
兎
色
角
、
此
が
鹿
能
公
4
・
の
一
の
有
力
な
方
法
だ
と
前
提
し
て
、
き
て
従
来
の
者
修
消
費
課
税
方
法
に

て
は
、

凡
べ
て
の
を
修
消
費
を
虞
く
漏
れ
な
く
捕
捉
す
る
こ
と
な

t
、
軍
に
特
殊
の
埋
ま
れ
た
る
、

例
之
、
酒
、

煙
草
、
砂
糖
L
L
い
ふ
や
う
な
少
数
の
物
の
み
に
課
し
、

h
J
I
M
L
L
f
f
a
h斗
t

引
ド
草
川
b
今

日

川

市

ん

9
5
1リ

ru

(
l
t
，

F庄一一弘山町、
1
F
h
=
み
i
(
4
J
-
v
u
-
J一
日

干

，

(

業
-b
間
々
従
量
課
税
で
、

例
之
、

酒
一
石
に
つ
き
四
十
固

、一戸
E
v
-
-
、I
1
A
-
1
-
A
w
b
l
h
a
w
U

晶、
UFj
匹
、
，
t
r
a
h

-
じ
柏
日
初
U
一
刻
犯
と
一

ι品
ト
メ
限
ド
知
L
J
2
h
d

に
却
っ
て
一
層
重
い
負
携
を
課
す
る
や
う
に
も
な
h
J
、
一
公
平
課
税
と
は
な
ら
守
し
て
、

不
日
公
卒
課
税
・
と
な
る
。
然

る
に
前
記
の
者
修
貰
上
税
に
て
は
、

何
れ
の
形
式
に
よ
る
に
し
て
も
、

課
税
物
件
の
範
園
は
従
来
の
に
比
し
て
は

遥
か
に
贋
く
な
り
、
殆
ん
ど
漏
れ
な
く
之
を
掴
み
、
而
か
も
従
量
で
な
〈
従
債
で
課
税
す
る
か
ら
一
層
公
平
な
る

も
の
だ
る
こ
と
が
出
来
、
此
に
よ
る
と
き
に
.
金
瞳
上
、
富
者
、
大
所
得
者
は
貧
者
小
所
得
者
に
比
し
て
は
、

層
重
き
負
擦
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
此
に
よ
り
て
も
倫
ほ
其
所
得
の
大
な
る
に
相
常
し
て
一
層
大
な
負
櫓
ぞ
す
る

と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
此
に
よ
る
に
於
て
富
者
が
貧
者
よ
り
も
一
層
小
い
負
擢
を
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
稀
で
あ
り
、
従
来
の
方
法
が
動
・
も
す
れ
ば
反
封
累
準
税
に
蹄
し
た
の
に
比
し
、
此
方
法
で
は
此
弊
害
を
幾
分
な
り

と
色
否
な
可
な
り
の
度
に
於
て
避
け
る
こ
と
が
出
来
る

責
上
枕
に
依
る
者
惨
課
税

第
三
十
五
巻

四
六
五

第
四
時
前
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f~üZJiner， DIe Fmanzpolitik und das Bnndessteuersy品tem der Vereinigten 
Staoten von Ameri1<:a von 1789 bis 192，6， s. 405-407・
Bda Foldes， a. a. O. S. 521. 
Terhalle， a. a. O. S. 428. 
Sho"p， 1. c. p. 126. 

34) 
35) 

36) 
37) 
38) 



第
三
十
五
巻

第
四
時
抗

四
六
六

費
上
殺
に
依
る
者
修
課
枕

め
物
品
を
細
分
し
た
る
差
等
課
税
を
行
ふ
こ
と
に
よ

h
J
l
l帥
も
此
方
法
に
よ
り
で
は
者
修
品
中
に
等
級
を

設
け
、
一
定
の
物
に
他
種
の
物
よ
り
も
重
謀
し
、
又
、
同
一
種
の
物
に
で
も
其
高
級
品
に
の
み
課
し
て
普
通
品
を

見
守
る
と
い
ふ
こ
と
も
山
内
来
、
此
等
に
よ
り
て
も
一
屠
所
期
の
公
平
を
遣
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
尤
も
俸

り
に
技
巧
を
交
へ
る
と
、
却
っ
て
煩
累
を
増
し
、
且
つ
公
卒
に
合
は
ぬ
や
う
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
か
ら
、

此
差
等
課
税
は
相
官
ド
用
心
探
〈
定
め
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
で
み
ら
う
。

川
説
悦
物
件
摘
慌
貼
よ
り
1

i
此
慌
に
〔
は
り
し
ろ
小
日
慌
の
庇
C
者
修
消
費
市
営
欄
土
砂
フ
L
f
一
円
ふ
己
主
に
な

r
J

目、、

る
の
で
、
其
れ

rけ
に
て
は
、

多
〈
の
消
費
税
の
生
産
者
に
就
い
て
課
す
る
の
に
比
し
て
は
、

消
費
者
に
一
層
接

近
し
て
居
る
の
で
、
負
携
の
蹄
着
が
立
法
者
の
考
に
一
致
す
る
可
能
性
が
一
層
大
で
あ
り
、
此
酷
か
ら
し
て
の
負

携
の
H

公
平
に
合
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
但
し
此
場
合
と
て
も
.
負
躍
は
必
宇
し
も
消
費
者
に
ば
か
り
は
桂
か

争
、
小
責
人
等
に
蹄
す
る
こ
と
も
勿
論
起
り
得
る
の
で
は
あ
る
。

ろ
財
政
牧
入
上

町
肱
入
十
分
の
見
地
ー
ー
か
ら
い
士
、
此
税
は
相
営
に
大
な
収
入
主
げ
る
で
あ
レ
う
。
実
は
一
又
は

少
数
の
物
に
課
し
た
よ
り
も
、
多
数
の
物
に
課
す
る
に
於
て
、
一
層
、
多
肢
の
上
に
有
功
な
る
こ
と
が
推
定
し
得

ら
る
る
れ
ら
で
あ
る
。
恒
し
濁
、
備
に
て
は
責
上
税
が
一
般
的
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
、
非
常
に
大
な
牧
額

を
翠
げ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
車
な
る
者
修
買
上
税
で
は
其
れ
ほ
ど
の
こ
と
を
期
す
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。

幻
牧
入
可
動
の
見
地
ー
ー
か
ら
い
ふ
と
、
此
耽
と
て
も
、
消
費
税
共
通
の
弱
賠
佐
免
れ
宇
し
て
、
立
法
者

租税研究一巻、 431、
岡よ、 433・Terhelle，a. a. O. S. 434 
!la.~~ble， Pub~ic finance. 3 ed. p・ 5 10•
Englis， a. a. O. S. 192 
:Englis， a. a. O. S. 170. 193・
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の
意
の
憶
に
牧
入
を
増
減
す
る
こ
と
は
出
来
争
、
不
景
気
の
来
っ
た
場
合
な

E
に
大
減
牧
を
も
生
や
る
こ
と
を
兎

れ
な
い
け
れ

E
も
、
併
し
一
度
、
好
景
気
の
来
る
に
於
て
、
自
然
増
肢
の
大
な
る
も
の
が
生
じ
来
る
と
い
ふ
と
と

が
あ
り
、
其
れ

rけ
に
て
は
比
稜
も
亦
、
財
政
牧
入
上
好
都
合
の
も
の
と
は
い
へ
る
。

は
祉
舎
政
策
上

り
直
接
殻
果
|
|
者
修
は
多
少
は
貧
乏
人
に
ち
行
は
れ
る
け
れ
ど
も
、
主
と
し
て
矢
張
り
富
者
、
少
く
と

も
多
少
の
骨
格
あ
る
人
々
の
行
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
の
貧
乏
人
は
行
ひ
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
が
課

税
は
随
ふ
て
富
者
へ
の
重
課
と
い
ふ
こ
と
に
闘
し
、
富
者
や
融
機
生
活
者
を
し
て
者
修
を
制
限
す
る
こ
と
に
傾
か

J

ヘJ
J
W
O

〉

l
J
耕
完
封
屯

)
t
a
r
〉

t
J
P
D
d
-
「
J

:
円
』
よ
、
以
叱
h
J
冶
ー
ト
〉
〉
、
骨
司
、
河
町
〉
F

口氏
1
I
P
-
-
w
叫
サ
ト

l
t
J
-
L
O比

ρ
E
A
円
H

-
h
¥
U

北
h
f
e
唱トトト

Y
H咽
q
d
引

T
3
1
〈

之

ナ

!
t
l
u

ド

1
1
'
F
f
I
t
-
-
c
{
r
f
r
r
k
l
U
1
J本
山
明
ゴ

d
f
l叫
が
寸
/
巴
十
ハ

μ
M
Jハ
dれ
V
4
1リ

1
v

世
曾
平
和
を
助
長
し
得
る
。

2
間
接
影
響
|
|
更
に
此
暁
日
起
さ
れ
た
と
し
て
、
其
か
ら
奉
げ
ら
れ
る
牧
入
h
r

ら
し
て
枇
曾
事
業
が
一

層
進
捗
さ
れ
る
と
い
ふ
可
能
性
が
あ
る
だ
け
に
て
は
、
葉
動
か
ら
し
で
も
此
が
枇
曾
政
策
上
に
好
果
を
収
め
る
こ

'
と
を
得
る
。

に
農
村
保
護
政
策
上
|
|
近
頃
は
一
の
大
な
枇
曾
問
題
と
し
て
、
政
治
問
題
と
し
て
、
農
村
の
維
持
と
い
ふ

こ
と
が
岡
家
基
礎
を
守
る
上
か
ら
重
大
で
あ
り
、
而
か
も
此
が
或
意
味
に
て
都
市
に
比
し
て
は
弱
者
で
あ

h
、
園

家
の
力
に
て
特
別
保
護
を
矯
す
べ
き
も
の
な
り
と
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
偶
々
此
者
修
責
上
積
で
も
あ
れ
ば
、
其
は

農
村
氏
が
自
給
自
足
す
る
も
の
の
多
き
こ
と
と
、
者
修
消
費
の
飴
惜
の
乏
し
き
こ
と
と
、
其
に
於
け
る
慣
習
の
比

資
上
積
に
依
る
奪
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
六
七

第
四
貌
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租枕肝究一巻、 436.

45) 
46) 
47) 



資
上
積
に
依
る
奪
修
課
税

第
三
十
五
巻

第
四
時
嗣

四

四
六
人

較
的
行
渡
ら
，
さ
る
こ
と
と
の
矯
め
に
、
彼
等
を
し
て
自
ら
此
税
の
負
携
を
逃
れ
し
め
、
此
税
一
か
主
左
し
て
都
市
民

の
負
躍
に
蹄
す
る
こ
と
に
於
て
、
恰
か
も
此
税
が
夫
の
目
的
4

伊
達
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
調
趨
の
一
般
責

上
税
(
其
は
軍
な
る
を
修
貰
上
税
で
は
な
い
け
れ
ど
も
)
の
負
権
分
配
合
見
る
色
、
租
税
義
務
め
る
取
引
高
は
農
業

に
て
は
工
業
の
十
分
一
、
商
業
及
交
通
業
の
七
分
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ほ
文
教
政
策
上

J
，
荷
停
抑
制
|
|
掛
川
V
U
地
議
上
不
郡
九
引
の
も
山
ー
し
も
見
ら
A
V
U
D

質
買
の
川
市
~
胤
は
加
仰
な
お
附
い
も
川
一
一
…

ま
し
く
、
者
修
は
精
神
歌
育
上
は
望
ま
し
か
ら
5
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
者
修
粧
に
よ
り
て
人
を
し
て
此

に
つ
き
で
の
反
省
を
銭
さ
し
古
川
、
多
少
と
も
蒼
修
を
制
抑
す
る
こ
と
に
頁
献
す
る
佐
得
る
な
ら
ば
、
此
文
教
政
策

上
の
見
地
か
ら
し
て
は
望
ま
し
き
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

2
逼
股
減
少
|
|
今
一
つ
、
此
税
に
て
は
兎
も
角
、
者
修
消
費
者
を
消
費
者
と
い
ふ
嬉
税
指
定
者
の
蕗
で
課
す

る
の
で
な
く
、
其
槍
税
指
定
者
と
納
税
義
務
者
と
が
別
人
と
せ
ら
れ
る
の
で
、
権
税
指
定
者
に
於
け
る
枕
の
鹿
追

に
つ
い
て
の
戚
知
は
、
直
接
慨
に
謀
せ
ら
れ
七
場
合
よ
り
は
軽
〈
、
随
っ
て
義
務
者
に
於
て
蓮
脆
し
ゃ
う
と
い
ふ

こ
と
に
な
り
潟
め
に
道
義
破
壊
と
な
る
と
い
ふ
可
能
性
は
小
〈
て
梼
み
得
る
。
国
家
乃
至
、
税
務
営
局
に
脅
す
る

反
戚
も
生
じ
な
い
で
構
み
得
か
。
併
し
此
場
合
と
て
も
義
務
者
た
る
小
貫
人
に
於
て
失
張
り
或
度
の
連
脆
は
向
見

れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

へ
衛
生
政
策
上
|
|
者
修
消
費
の
中
に
は
衛
生
上
有
害
な
る
も
の
も
少
〈
な
い
。
此
税
炉
実
を
抑
制
す
る
こ

T
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と
に
な
る
ピ
け
に
て
は
、
衛
生
上
に
も
有
盆
な
罪
で
あ
る
。

と
鮭
梼
政
策
上
|
|
人
が
此
殺
に
よ
り
て
消
費
を
節
し
、
特
に
を
修
を
節
す
る
の
で
、
業
の
矯
め
英
国
の
生

産
業
を
し
て
大
瞳
、
不
要
品
の
方
か
ら
必
要
品
の
方
に
向
は
し
め
、
且
つ
業
国
民
経
持
に
於
け
る
資
本
成
形
を
助

成
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
り
得
る
。
実
は
都
掛
政
策
上
に
は
望
ま
し
き
こ
と
で
あ
る
。

ち
税
務
行
政
上
1
i
l

1
此
税
自
身
|
|
其
構
造
が
筒
車
で
、
扱
ひ
易
い
と
い
へ
る
。
取
引
又
は
責
上
高
の
確
知
容
易
で
な
い
L
L

も
い
ふ
が
、
併
し
其
も
所
得
税
の
純
所
持
を
掴
ま
う
と
い
ふ
の
に
比
し
て
は
、
そ
ん
な
に
な
っ
か
し
く
小
い
。
叉

機
税
指
定
滑
に
，
山
市
内
判
将
か
ら
い
へ
ば
比
枕
J

佐
官
ふ
と
γ

引
い
と
叶
川
崎
北
-
小
し
あ
り
、
附
ふ
司
工
式
慨
円
札
い
ん
V

ず
1r
い
ふ
こ

L』
L
V

め
る
。
此
も
税
務
行
政
上
好
都
合
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

2
他
税
の
翁
め
|
|
此
枇
に
於
け
る
課
税
標
準
は
や
が
て
他
の
所
得
税
や
替
業
税
な
ど
の
委
考
資
料
と
色

な
り
て
、
其
方
の
税
務
を
助
け
、
印
ち
此
税
は
他
の
諸
税
の
補
完
手
段
と
か
り
得
る
の
で
あ
る
。

山
山
其
短
所
1
ー

い
公
卒
課
税
及
一
枇
舎
政
策
上

け
い
膳
能
に
於
け
る
根
本
的
の
疑
問
1
1
J根
本
的
に
い
ふ
て
、
元
来
、
ひ
ろ
く
消
費
税
其
色
色
の
が
果
し
て

能
力
に
臆
じ
て
公
平
な
も
の
か
何
う
か
疑
は
し
く
、
其
は
暫
ら
〈
措
〈
'
と
し
て
も
、
蒼
修
的
消
費
も
い
か
必
や
し
も

能
力
を
一
不
さ
中
、
人
が
葉
地
位
の
潟
め
に
止
む
を
得
す
し
て
之
を
震
す
に
止
ま
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
も
あ
ム
。

買
上
積
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
六
九

第
四
披

主ζ

租税研究一巻、 437咽
同上、
出chmoldeT8.die Ertragsfahigkeit der C;etrankekesteuern. S. 5・
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質
上
税
に
依
吾
容
修
課
税

第
三
十
五
巻

一六

第
四
披

四
七
O

帥
ち
者
修
的
消
費
の
大
小
が
大
韓
に
於
て
は
、
人
の
能
カ
を
計
る
の
標
準
と
な
り
得
て
も
、
精
密
に
い
ふ
と
、
必

十
し
も
か
か
る
標
準
と
な
り
難
い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
租
税
の
問
題
に
て
は
大
曜
論
ぞ
許
す
外
な
き
'T
常
と
寸

る
け
れ
ど
も
、
此
が
精
密
に
い
ふ
て
不
公
平
な
も
の
と
な
ち
得
る

E
い
ふ
こ
と
は
認
め
て
以
て
其
一
快
勅
と
は
し

な
け
れ
ば
な
与
な
'
ぃ
。

2
課
税
物
件
の
範
園
及
其
等
級
附
決
定
の
困
難
よ
り
生
十
る
不
公
平
1

1
ー
を
修
消
費
税
を
課
す
る
と
し
て

謀
者
保
の
縄
問
ヤ
判
う
応
め
ら
か
、
北
一
に
は
部
訴
が
』

Mm川
中
、
市
川
一
に
北
一
者
修
の
附
U
も
等
級
ゃ
っ
げ
川
?
と
し
づ
L

h

其
差
等
の
決
定
も
六
っ
か
し
い
η

業
蕗
に
不
公
平
を
兎
れ
な
い
と
い
ふ
弊
根
を
有
つ
。
特
に
今
日
の
世
の
中
に
て

は
者
修
と
い
ふ
こ
と
は
多
少
と
も
贋
き
大
衆
の
生
活
に
も
行
渡
り
、
所
謂
文
化
生
活
の
中
に
存
す
る
。
か
く
し
て

者
修
税
が
文
化
生
括
和
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
ぞ
し
て
事
賓
と
し
て
は
下
層
階
級
の
人
々
の
生
活
を
も
塵
遣
す
る

や
う
に
な
る
。
特
に
我
固
に
で
も
贈
さ
に
来
ら
ん
と
す
る
イ
ン
ア

V
1
ジ
ヨ
ン
時
代
に
な
る
土
、
者
修
品
と
は
い

へ
な
い
普
通
口
問
ま
で
か
高
債
な
も
の
と
な
っ
て
、
金
高
の
上
か
ら
し
て
の
者
修
税
を
課
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
忍
と

い
ふ
可
能
性
も
あ
る
。
此
種
の
益
平
及
世
舎
政
策
上
の
弱
貼
は
、
買
の
慮
、
此
税
に
限
っ
た
と
と
で
は
な
く
、
恕

す
る
に
足
る
も
の
あ
り
と
も
見
ら
れ
る
が
、
兎
も
角
一
の
弱
黙
と
し
て
見
逃
し
て
な
ら
ぬ
も
の
に
属
す
る
。

け
課
税
標
準
の
従
債
よ
り
生
中
る
不
公
平
ー
ー
ー

い
消
費
税
と
し
て
|
|
此
税
に
て
課
税
標
準
か
従
債
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
従
量
に
比
し
で
は
一
層

同
公
平
と
も
い
へ
る
が
、
併
し
反
面
に
は
、
此
従
債
に
は
評
債
が
ム
ハ
っ
か
し
く
、
業
の
間
般
に
乗
じ
て
連
肢
を
計
る

Terhalle， a. a. O. S・431・442.Englis， a. a. O.日 195・
E王unter，1. c. p. 222. 
租税研究-1号、 438.
租語研究一白、 443以下、 Telrhalie，a. a. O. S・4.39. Tyszka， a. a. O. S. 
255. Spoup， 1. c. p. 163・
Tyszka. a. a. O. S. 252. 
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誘
惑
の
多
い
け
と
い
ふ
こ
と
を
見
れ
守
し
て
業
慮
か
ら
一
の
不
公
平
の
生
じ
得
る

E
い
ふ
こ

E
が
あ
る
の

い
川
勝
目
業
者
負
携
と
な
る
酷
か
ら
|
|
此
者
修
責
上
積
は
本
来
は
な
し
ろ
消
費
税
た
ら
し
h
U
る
趣
旨
の
も

の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
業
が
貰
際
に
は
替
業
者
の
負
憶
に
蹄
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
そ
し
て
立
法
者
色
此
可

能
性
を
認
め
て
は
居
る
。
虞
で
、
か
く
し
て
此
穂
か
替
業
者
に
蹄
す
る
と
き
に
は
、
替
業
者
の
中
に
は
薄
利
多
頁

主
義
に
よ
り
て
管
業
を
矯
す
が
あ
り
、
又
、
業
と
反
封
の
主
義
を
採
る
も
あ
る
。
然
る
に
此
枕
は
鱒
責
上
高
を
見

て
、
純
利
盆
の
大
小
を
見
な
い
。
だ
か
ら
し
て
此
税
に
よ
り
て
は
同
一
種
管
業
に
し
て
も
薄
利
多
責
者
か
厚
利
少

貰
者
に
比
し
て
割
合
に
重
〈
課
せ
ら
る
る
と
い
ふ
不
ル
平
ぞ
生
ム
γ
る
。
尤
も
葉
は
此
税
が
本
来
消
費
税
に
ら
し
め

る
つ
も
り
の
ち
の
だ
か
ら
と
い
ふ
の
で
、
砲
し
得
る
こ
と
で
は
あ
る
。

は
い
課
税
物
件
捕
捉
賠
が
小
貰
入
に
忍
よ
り
生
子
あ
不
公
卒
T
|
|
生
産
者
(
輸
入
者
)
に
つ
い
て
課
す
る
と
き

に
は
問
題
は
な
い
が
、

小
責
ド
つ
い
て
課
す
る
方
法
に
よ
る
と
き
に
、
自
給
自
足
者
E
買
入
消
費
者
と
の
聞
に
、

随
っ
て
農
民
と
都
曾
民
と
の
聞
に
不
乱
公
平
と
な
る
を
兎
れ
な
い
。
恰
か
も
其
が
農
民
救
簡
に
な
る
と
は
い
へ
る

が
、
負
携
の
上
か
ら
は
一
の
不
n
公
平
で
あ
る
。
拘
問
は
又
、
都
曾
商
工
者
に
就
い
て
見
る
も
、
彼
等
が
自
家
用
の
物

を
作
っ
た
と
い
ふ
や
う
な
場
合
に
は
、
其
れ
だ
け
に
て
彼
等
が
負
携
を
見
れ
る
の
が
、
不
公
平
だ
と
い
ふ
や
う
な

こ
と
も
あ
る
。
其
蕗
で
、
自
己
消
費
課
税
の
問
題
も
生
じ
る
。
尤
も
其
は
全
鯉
上
か
ら
い
ふ
と
軽
い
問
題
で
は
あ

る
。
前
ほ
又
、
内
闘
の
消
費
者
が
商
人
の
手
を
経
守
し
て
直
接
、
外
圃
か
ら
需
要
品
を
輸
入
し
た
と
き
に
も
此
税

の
か
か
ら
ぬ
と
い
ふ
不
公
平
炉
生
中
る
が
、
或
は
此
に
は
特
別
課
税
の
途
が
な
い
の
が
で
な
い
か
ら
、
業
不
一
公
卒
は

質
上
品
に
依
る
書
官
修
課
税

第
三
十
五
巻

第
四
貌

七

四
七

tI 
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• 質
上
時
叫
に
依
る
者
修
謀
説

第
四
獄

第
三
十
五
巻

i¥ 

四
七

容
易
に
除
か
れ
や
う
。

ろ
財
政
牧
入
上
|
|

り
国
自
瞳
の
牧
入
上

l
l此
粧
を
取
る
所
の
岡
家
財
政
と
し
て
は
.
時
と
し
て
粧
梼
界
不
況
の
と
き
に
際

し
て
減
牧
が
著
し

t
、
且
つ
必
要
に
膳
じ
て
税
率
を
上
下
し
て
も
、
某
に
臆
じ
て
収
入
を
増
滅
す
る
こ
と
が
意
の

憶
に
な
ら
ぬ

E
い
ふ
快
駐
を
見
出
す
。

2
地
方
財
政
般
入
土

!
l蒼
修
較
は
阪
仁
税
同
rト

T
F
M
制
方
の
難
相
執
中
い
し
寸
h

一
叫
な
ヮ

ι取
ら
れ
て
相
憾

の
税
収
入
を
拳
げ
て
居
る
。
今
、
園
が
之
を
創
め
る
と
せ
ば
、
其
だ
け
地
方
位
入
を
不
利
な
ら
し
め
る
の
を
見
れ

省L

な
い
。
此
貼
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

は
経
済
政
策
上
1

1

1
蛍
該
生
産
交
通
麿
迫
|
|
此
税
は
営
該
消
費
品
の
生
産
交
通
を
坊
げ
、
其
矯
め
に
は
企
業
者
ば
か
り
で

な
く
、
従
業
者
融
労
働
者
を
も
不
利
な
ら
し
め
、
業
に
失
業
者
を
も
生
じ
特
る
。
特
に
管
業
者
に
と
り
て
は
、
管
業

不
況
の
と
き
に
は
、
特
に
其
税
を
消
費
者
に
再
嫁
す
る
こ

E
か
出
来
十
し
て
、
自
ら
負
携
す
る
こ
と
に
て
大
な
打

撃
を
受
〈
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
此
税

ep課
せ
ら
る
る
の
は
凡
べ
て
の
取
引
で
は
な
〈
し
て
、
斉
一
修
L'
』
指
定
さ
れ

た
物
又
は
勤
務
に
閲
す
る
官
け
だ
か
ら
、
辛
棒
し
得
る
と
も
い
ハ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
実
に
し
て
も
英
同
疏
に
課

税
す
べ
き
も
の
を
極
少
数
の
も
の
に
限
り
其
に
重
課
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
れ
ば
、
産
業
座
遣
の
鰐
少
き

ee得
恥
。

買
に
英
国
に
て
は
嘗
て
多
数
の
も
の
に
消
費
税
を
課
し
て
居
っ
た
の
を
改
め
て
、
斯
〈
少
教
の
も
の
へ
課
す
る
こ

租税祈究一巻、 443・
租税研究一巻、 448.Lu.eosky， a. a. O. S. 54. SI山口p.1. c. p・159・
租税明究五巻、 262・
Ar皿 itageSmith， Principles D.Ild metbods of ta.xatioTl. p・92.;; 



と
と
し
た
矯
め
に
産
業
後
展
の
刺
戟
を
忽
し
だ
の
で
あ
る
の
だ
か
、
此
に
い
ふ
課
税
方
法
に
て
は
、
相
官
多
種
の

産
業
仁
影
響
す
る
を
見
れ
な
い
。
而
か
も
葉
多
数
の
産
業
中
に
は
、
圃
際
的
の
販
路
を
有
つ
も
の
も
あ
っ
て
、
偲

A
n
業
の
外
国
轍
出
に
は
免
税
す
る
と
し
て
も
、
倫
ほ
其
同
じ
替
業
の
一
部
に
内
国
販
路
の
あ
る
限
り
、
其
方
の
負

捲
の
昂
上
は
矢
張
り
其
事
業
会
韓
の
上
の
計
算
を
不
利
な
ら
し
め
、
業
競
守
カ
を
弱
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

げ
い
一
般
経
持
努
力
心
の
萎
縮
|
|
i
前
に
い
ふ
営
該
替
業
の
上
の
打
撃
か
ら
し
て
随
っ
て
岡
民
経
持
の
金
韓

に
不
利
と
な
る
も
の
の
外
、
此
税
が
精
神
的
に
一
般
岡
民
の
努
力
心
を
鈍
ら
す
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
即
ち
入
げ
か

努
力
す
る
の
と
き
、
凡
人
で
あ
る
制
上
市
者
修
に
刺
戟
さ
る
る
も
の
が
多
い
。
撚
る
に
此
が
課
税
に
よ
り
て
抑
制

;::; 

1f令

i
h
y
h
b
主
年
MPP-
省、
3
r
"
L
e
d
-
1
3
.
1
y
D
d
p
国
司
:
、
む

b
I
k
:岬

-
h
z
b
h
k
、

w

i
f
-
-
1
d
f
J
1
f
t
l
w
t
i
-
-
〈

;
J
f
r
L
H
t
3
1
7
し

〈

i
ょ
く
に
し

j

は
思
ふ
か
、
併
し
幾
ら
か
此
の
や
う
な
こ
と
に
も
な
り
得
る
と
し
て
は
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

に
文
敢
政
策
上

パ
い
文
化
進
捗
の
阻
害

!
l糾
元
来
、
者
修
自
身
は
道
義
上
不
良
な
る
毒
素
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
此
毒
素
げ
か

又
や
が
て
文
化
の
矯
め
の
聾
と
も
な
る
の
で
あ
り
、
者
修
自
身
が
文
化
の
表
章
と
も
い
ふ
べ
く
、
若
も
人
か
一
切
の

者
修
を
抑
へ
る
と
す
れ
ば
建
築
服
装
其
他
に
於
け
る
美
術
工
事
は
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
。
か
か
る
暁
に
於
け
る
枇

舎
は
掬
に
哀
れ
な
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ら
う
。
で
者
修
の
抑
制
は
文
化
の
助
成
に
反
す
る
と
い
ふ
非
難

を
見
れ
ぬ
。
的
加
之
、
人
が
諸
種
の
文
化
の
進
捗
に
努
力
す
る
と
き
に
、
不
完
全
な
る
人
聞
の
悲
し

3
に
は
、
其

も
者
修
に
刺
戟
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
少
〈
な
く
、
若
も
此
刺
戟
を
な
く
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
の
努

買
上
積
に
依
る
者
修
課
枕

第
三
十
五
容

第
四
貌

四
七
三

九

e 
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ー
貰
よ
枕
は
依
る
書
官
修
課
税

o 

第
三
十
五
巻

四
七
四

第
四
時
田

カ
は
大
に
鈍
る
で
あ
ら
う
。
此
賠
に
で
も
者
修
抑
制
は
文
化
進
捗
に
と
り
で
は
不
得
策
で
あ
る
。

山
山
遮
税
随
っ
て
道
義
破
壊
の
可
能
性

l
l此
税
に
も
亦
可
な
り
に
遇
税
の
誘
惑
が
あ
っ
て
、
隠
っ
て
之
あ

る
が
矯
め
に
国
民
の
道
義
を
多
少
と
も
不
良
な
ら
し
め

r
t
い
ふ
こ
と
は
見
れ
な
い
。

け
い
風
致
維
持
政
策
の
不
徹
底
1

i
此
種
の
一
税
に
は
奈
修
を
抑
制
し
て
園
民
の
気
風
を
質
買
に
し
ゃ
う
と
い

ふ
目
的
が
あ
る
が
、
而
か
も
之
と
同
時
に
牧
入
目
的
も
あ
っ
て
、
此
二
の
目
的
が
一
致
し
な
い
こ
と
じ
な
ち
、
卸

も
此
執
は
風
致
維
持
か
ら
い
〈
ば
不
徹
ぃ
氏
、
ι
レ
ム
非
難
ヤ
品
川
い
叫
に
と
い
な
み
。
併
し
、

V
T
1
1
J
Z
L
1
 

弔
山
口
J
M
m

応
党
主
民
ヨ

1
1
l
:
i
 

身
、
不
徹
底
な
も
の
で
あ
っ
て
、
牧
入
を
翠
げ
つ
つ
或
度
ま
で
散
育
上
の
目
的
を
遣
さ
う
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
其

が
其
本
来
の
貌
な
の
で
あ
る
か
ら
、
別
に
実
め
る
の
故
に
、
之
営
否
定
す
る
に
は
及
ぱ
子
、
即
ち
恕
す
る
に
足
る

の
で
あ
る
。

収
税
務
行
政
上
1

1
勿
論
比
較
の
封
象
次
第
の
こ
と
で
あ
る
け
れ

E
も
、
此
税
は
相
営
に
面
倒
が
多
〈
、
取

婦
が
柴
な
も
の
だ
と
は
い
7

へ
な
い
。
連
股
が
可
な
り
に
行
は
仲
て
、
業
を
取
締
る
矯
め
に
吟
味
的
と
い
な
り
、
官

民
の
紛
浮
も
相
営
に
多
い
で
あ
ら
う
。
特
に
通
常
の
消
費
税
が
比
較
的
少
数
の
生
産
者
の
み
に
つ
き
で
取
る
の
筒

車
な
の
に
比
し
て
は
、
多
数
の
商
人
に
つ
き
課
す
る
だ
け
面
倒
多
し
と
も
い
へ
る
。
併
し
其
も
打
勝
ち
難
き
も
の

と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
行
っ
て
行
へ
な
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

議吉

論

租税府究五巻、 277・
閲よ、一著書、 449、
租税研究五巻、 274・Terballe，a. a. o. S. 442. 
租積府究五巻、 2勾73.Lus回en田51.匂【ヴy，a. a. O. S. 2勾5.En出h加n屯g副lis，乱 a払.0.5払.'9巧5.S飴h】旧lQl:肌凹u
1. c. p. 53. 160. 
Shoup， 1. c. p. 68 78) 



以
上
要
之
、
責
上
積
は
可
な
り
臨
時
く
に
行
は
れ
た
栓
で
ゐ
り
、
勿
論
多
く
の
園
に
で
は
(
例
外
あ
り
)
む
し
ろ
消

費
税
と
い
ふ
つ
も
り
で
設
け
ら
れ
た
・
も
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
実
に
多
少
管
業
税
の
意
味
も
潜
h
u
。
財
政
牧
入
の

大
を
之
に
求
む
れ
ば
、
濁
偶
の
や
う
に
一
般
貰
上
積
と
し
て
、
殆
ん
ど
凡
べ
て
の
取
引
へ
の
課
税
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
が
、
其
れ
で
は
何
は
兎
も
あ
れ
、
nmA
卒
課
税
上
に
大
な
不
都
合
な
馳
を
有
っ
。
其
れ
で
之
を
墜
に
者
修

課
税
に
の
み
限
る
E

と
す
れ
ば
、
公
平
課
税
の
上
に
は
一
層
良
い
酷
が
稜
揮
ぜ
ら
れ
て
、
我
闘
な

E
で
色
時
需
に
色

膳
じ
得
る
。
唯
だ
牧
入
は
一
般
費
上
粧
の
場
合
ほ
E
に
大
き
く
は
な
い
で
あ
ら
う
。
此
に
も
勿
論
色
々
の
弱
黙
が

あ
る
の
紹
劉
じ
良
い
税
と
は
号
粂
ね
る
り
れ
ど
も
"
此
に
諸
多
の
長
所
も
劉
立
す
あ
か
ら
し
マ
L

U

恕
し
特
あ
も
の

び
わ
L
U
、
川
内
・
毘
ひ
狗
こ
ま
此
h

リ
.
乃
'
費
者
主
卜
門
小
川
刷
工
る
ら
り
と
い
一
ピ
ヨ
円
。

t

J

l

i

l

i

-

-

(

一

W

1

l

f

f

l

〈

l
l

h
f
j
r
b
tペ
晴
氏
vf
小
費
の
蝿
マ
取
る

か
、
生
産
者
(
轍
入
者
)
の
慮
で
取
る
か
、

小
責
で
取
る
と
す
れ
ば
印
紙
に
よ
る
か
申
告
課
税
に
よ
る
か
が
問
題
だ

一
炉
、
何
れ
に
で
も
一
長
一
短
ゐ
り
で
、
何
れ
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

費
上
積
に
依
る
者
修
課
税

第
三
十
五
巻

四
七
五

第
四
時
嗣

Hunter， 1. c. p. 221. 79) 


